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プ ･ポリピロールにおいても金属的な成分が見出されることと合わせ,これらから高濃度に ドー プしたポ































金属的伝導が得られないと結論している｡ 申請者はホール係数の符号が ドー パントの価電状態あるいは熱
起電能の締号とは逆転している現象を見出し,これがポーラロンがホッピングにより伝導する非金属的部
分からもたらされることを明らかにし,非金属的な電気伝導とホール係数の大きさの関連からも不均質モ
デルの妥当性を示している｡ このような観点に立つと,金属的な特性を示す ドー プ ･ポリピロールの極低
温下での特性は,金属性を直接的に反映したものと考えられる｡ 申請者はこのような温度領域の極低温下
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で,温度の対数に対して直線的に電気抵抗が増大すること,縦磁気抵抗が横磁気抵抗より大きくなるなど
の実験事実を見出し,共役高分子系にみられる金属性の特異性に基づくものであることを示唆している｡
以上,本論文は一次元共役高分子ポリピロールにみられる金属伝導を精微で総合的な測定に基づき,解
明の待たれていた20K以下での特異な電気伝導の温度依存性の出現機構を明らかにすると共に,ポリピ
ロールの金属的伝導にみられる特異性について重要な実験的知見を与えたものとして高く評価できる｡
以上により本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡ 尚,主論文及び参考論文に報告
された研究業績を中心に,これに関連した研究分野について試問した結果,合格と認めた｡
- 264-
